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特 集

ア
ル
ミ
部
品
を
ベ
ー
ス
に
自
動
車
部
品
を
開
発
・
製

造
し
、
日
本
だ
け
で
な
く
海
外
に
も
製
品
を
提
供
し
て
い

る
企
業
で
あ
る
。
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
相
撲
教
室
や

自
社
の「
有
磯
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
場
」の
一
般
開
放
、
近

隣
保
育
園
で
の
も
ち
つ
き
大
会
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
活
動
は
、
相
撲
教
室
で
あ
る
。

２
０
０
７
年
に
相
撲
部
が
発
足
し
、
大
門
の
相
撲
場
を
活

用
し
、
小
中
学
生
を
対
象
に
相
撲
教
室
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
相
撲
部
監
督
の
犀
藤
和
憲
さ
ん
は「
相
撲
を
生
か
し
て

地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
い
」と
話
さ
れ
た
。

射
水
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
射
水
市
社
協
）
は
学
生
が
市
内
企
業
や
団

体
の
取
り
組
ん
で
い
る
社
会
貢
献
活
動
を
取
材
し
、
広
報
紙
を
作
成
す

る
「
学
生
記
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
射
水
市
社
協
と
し
て
も
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、

若
者
に
福
祉
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
学
生
な
ら
で
は
の

視
点
で
福
祉
を
考
え
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
企
画
し
た
も

の
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
大
学
生
や
短
大
生
４
名
が
集
ま
り
、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
取
材
先
の

検
討
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
実
施
、
執
筆
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
の
校
正

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
実
際
に
学
生
記
者
が
取
材
し
た
市
内
の
６
つ
の
企
業
・

団
体
の
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

学生記者プロジェクト

相
撲
部
発
足
で
地
域
に
貢
献
！

園
児
と
も
ち
つ
き
大
会
も

ア
イ
シ
ン
軽
金
属
株
式
会
社

相撲教室や有磯ふれあいパーク
開放等、幅広い世代の方を対象とし
た取り組みに魅力を感じました。ま
た、地域に貢献したいという思いが
強く伝わってきました。（稲田）

地域の青少年育成活動として、
相撲教室やちびっこ相撲県大会を実
施していました。地域との関わりを
強固にしていく姿が印象的でした。
（神田）

感
想

福
祉
い
み
ず
学
生
新
聞

福 祉 い み ず 学 生 新 聞 令 和 五 年 二 月

取材記者

稲
田
千
夏
（
金
城
大
学
３
年
） 

神
田
妙
野
（
富
山
短
期
大
学
２
年
）

山
崎
智
香
（
富
山
大
学
３
年
） 

山
田
希
來
（
富
山
短
期
大
学
１
年
）

射
水
市
奈
呉
の
江
12
番
地
の
３

取
締
役
社
長　
西
川 

一
浩

福
祉
い
み
ず
学
生
新
聞

福
祉
い
み
ず
学
生
新
聞

　

近
年
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
考
え
方
が
広
ま
り
、
全
国

的
に
も
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
と
は
、
収
益
の
み
を
目
的
と

す
る
の
で
は
な
く
、
活
動
基
盤
と
し
て
い
る
地
域
社
会
に
お
い
て
、
全
て
の

住
民
に
と
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
・
団
体
が

持
っ
て
い
る
「
専
門
技
術
」
や
「
資
源
（
人
材
や
物
品
）
」
等
を
活
か
し
て

取
り
組
む
こ
と
を
い
い
ま
す
。

企
業
も
地
域
の
住
民

ドキドキ
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「
富
山
の
食
文
化
の
魅
力
再
発
見
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」と
い
う
食
育
活
動
に
着
目
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
２
０
１
３
年
ま
で
昆
布
の
消
費
量
日
本
一
で
あ
っ
た
富

山
県
が
、
京
都
府
に
そ
の
座
を
奪
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
し
て
始
ま
っ
た
。
当

初
、
昆
布
を
取
り
入
れ
た
レ
シ
ピ
紹
介
や
料
理
教
室
が
中
心
だ
っ
た
が
、「
富
山
の

食
に
触
れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
」と
銘
打
ち
、
昆
布
以
外
の
特
産
品
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、
毎
年
継
続
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
最
近
は
レ
シ
ピ

だ
け
で
は
な
く
ク
イ
ズ
等
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

ア
ル
ビ
ス
ブ
ラ
ン
ド
推
進
部
長
の
森
由
佳
子
さ
ん（
写
真
）は

「
地
域
の
み
な
さ
ん
の
健
康
を
あ
ず
か
る
身
近
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
あ
り
方
を
考
え
な
が
ら
、
小
さ
な
こ
と
を
日
々
継
続

し
て
い
き
た
い
。」と
話
さ
れ
た
。

日
本
の
資
本
主
義
の
育
て
の
親
と
い
わ
れ
る
渋
沢
栄
一
も

「
会
社
が
豊
か
で
も
、
国
民
が
貧
し
く
て
は
国
が
豊
か
と
は
言
え
な
い
」と
率
先
し
て
慈
善
救
済

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
関
東
大
震
災
で
東
京
が
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
時
に
は
、
民
間
の
力
を
結
集
し
、

炊
き
出
し
や
臨
時
病
院
の
確
保
な
ど
の
支
援
に
奔
走
し
ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
人
と
し
て
働
い
た
渋
沢

の
呼
び
か
け
に
多
く
の
仲
間
、
支
援
者
（
い
ま
で
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
駆
け
付
け
、
地
域
を
支
援

し
ま
し
た
。 新

高
清
掃
株
式
会
社
は
、
射
水
市
か
ら
ご
み
の
回
収
の
業
務
委
託
を
受
け
て
い
る

会
社
で
あ
る
。
地
域
に
密
着
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
本
社
近
く
の
住
宅

街
や
道
の
ゴ
ミ
拾
い
を
年
に
２
回
行
っ
て
い
る
。
こ
の
活
動
は
３
年
前
か
ら
行
っ
て

お
り
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
社
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
。

昨
年
秋
に
は「
14
歳
の
挑
戦
」を
初
め
て
受
け
入
れ
、
中
学
生
が
ご
み
収
集
な
ど
の
仕

事
を
体
験
し
た
。

ご
み
拾
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
、
射
水
市
の「
当
た
り

前
の
暮
ら
し
」を
支
え
る
と
い
う
意
識
と
責
任
か
ら「
当
た
り
前

の
こ
と
を
当
た
り
前
に
で
き
る
企
業
」で
あ
り
続
け
る
よ
う
日
々

邁
進
し
て
い
る
。

市
民
の
健
康
あ
ず
か
る

富
山
の
食
材
生
か
す

当
た
り
前
の“
日
常
”を
守
る

街
な
か
の
ご
み
拾
い
も

ア
ル
ビ
ス
株
式
会
社

新
高
清
掃
株
式
会
社

地域住民の身近な存在であり、
健康をあずかる立場として、移動
販売や認知症サポーターの設置を
行っていました。幅広い年代への
アプローチを考えている企業の姿
に感銘を受けました。（神田）

射水市のマスコットキャラク
ターのムズムズくんが描かれたゴ
ミ収集のトラックをよく見かけま
す。それが市の使命を背負ってい
る証になっていると聞き、とても
驚きました。（山崎）

昆布購入金額一位の座を京都か
ら取り戻すために、富山の食文化に
欠かせない昆布のキャンペーンが始
まったことが印象的で、昆布へのこ
だわりを感じました。（山崎）

旧国道8号線沿いのごみ拾いを行っ
ていることを知りました。その他にも、
地域の行事で発生したごみの収集、市
内小学校でのワックスがけ等の地域密
着活動に感銘を受けました。（稲田）

感
想

感
想

福 祉 い み ず 学 生 新 聞令 和 五 年 二 月

福
祉
の
立
役
者 

−

渋
沢
栄
一

−

射
水
市
流
通
セ
ン
タ
ー
水
戸
田
３

−４

代
表
取
締
役　
池
田 

和
男

射
水
市
本
開
発
５
５
０

代
表
取
締
役　
金
井 

武
史
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県
内
に
約
70
か
所
あ
る
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
射
水
市
の
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ふ
ら
っ
と
へ
伺
っ
た
。
障
が
い
の
方
々
と
一
般
の
人
が
関
わ
る
機
会
を
増

や
す
た
め
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、
地
域
と
協
働
し
、
お
祭
り
や
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
の
協
力
を
行
い
、
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
。

ま
た「
福
祉
と
ア
ー
ト
の
融
合
」を
テ
ー
マ
に
、
コ
ロ
ナ
禍
は
小
杉
展
示
館
で
展
示

会
を
開
催
し
て
い
る
。
利
用
者
の
湧
き
上
が
る
思
い
の
伝
わ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
作
品
を
、
地
域
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
大
工
の

方
に
展
示
協
力
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

理
事
長
の
宮
袋
季
美
さ
ん
は「
地
域
の
み
な
さ

ん
に『
ふ
ら
っ
と
』が
あ
っ
て
良
か
っ
た
と
感
じ

て
も
ら
え
る
場
所
に
し
た
い
」と
話
さ
れ
た
。
今

後
は
、
障
が
い
を
も
っ
た
人
が
よ
り「
本
物
を
知

る
」機
会
を
増
や
す
た
め
に
地
域
で
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
意
欲
的
だ
。

射
水
青
年
会
議
所（
射
水
Ｊ
Ｃ
）は「
明
る
く
豊
か
な
射
水
の
実

現
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
活
動
を
し
て
い
る
。

夏
に
は
小
学
校
４
～
６
年
生
を
対
象
と
し
た
Ｃ
Ｂ
Ａ

（Children Be Am
bitious/

子
ど
も
た
ち
よ
大
志
を
抱
け
）事

業
を
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
２
泊
３
日
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

中
で
火
起
こ
し
や
料
理
を
体
験
し
、
た
く
ま
し
さ
や
協
調
性
を
培
う
と
い
う
内
容
だ
。

ま
た
、
わ
ん
ぱ
く
相
撲（
４
～
６
年
生
対
象
）、
ち
び
っ
子
相
撲（
１
～
３
年
生
対

象
）で
は
、
女
子
も
含
め
て
毎
年
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
姉
妹
Ｊ
Ｃ
と
し
て
韓
国
・
台
湾
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
３
ヶ
国
、
友
好

Ｊ
Ｃ
と
し
て
飛
騨（
岐
阜
県
）と
協
定
を
結
び
、
文
化
交
流
を
通
し
て
連
携
を
強
め
て

い
る
。

令
和
元
年
５
月
に
は
市
と
市
社
協
の
３
者
で
災
害
協
定
を
締
結
し
、
大
規
模
な
自

然
災
害
が
起
き
た
際
に
団
結
し
て
地
域
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

富
山
型
デ
イ
　
地
域
で
交
流

お
祭
り
や
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
も

子
ど
も
た
ち
の
宿
泊
体
験

市
、市
社
協
と
災
害
協
定

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
ら
っ
と

公
益
社
団
法
人

射
水
青
年
会
議
所

青年会議所の取り組みや起源な
ど、福祉を学ぶ上で重要なことが
わかりました。また、日本だけで
なく海外と協定を結ぶことによっ
て世界平和に貢献しているのだと
思いました。（山田）

ふらっとでは「福祉とアートの
融合」をテーマに展示会を行って
おり、作品からも強いインスピレー
ションを感じました。（神田）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
貢
献
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
い
合
わ
せ
や
相
談
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

感
想

感
想

福 祉 い み ず 学 生 新 聞 令 和 五 年 二 月

市内だけでなく、県外や海外
の青年会議所との交流を積極的に
行っていることが分かりました。
会社などのつながりを超えて協力
し合うスタイルが特徴的だと思い
ました。（山崎）

コロナ禍でも、ZoomやLINE
などのオンラインを活用して在宅
支援を行うほか、不登校やＤＶの
相談支援など「あって良かった」
と思えるような活動に取り組んで
いると思いました。（山田）

射
水
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　
☎
55
―
５
２
０
２　
　
新
湊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
☎
82
―
８
４
５
０

問
合
せ
先

射
水
市
太
閤
町
４

理
事
長　
宮
袋　
季
美

射
水
市
沖
塚
原
７
４
７

−１

２
０
２
２
年
度
理
事
長　
魚　
敬
丈
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商
福
連
携
で
会
員
元
気
に

商
工
ま
つ
り
に
市
社
協
参
加

射
水
市
商
工
会

商工会は聞いたことがあった
けれど、どのような活動をしてい
るのかがわかりませんでした。し
かし取材を通して、地域全体で取
り組むことにより経済が活性化し、
地域が活気に満ちあふれるのだと
思いました。（山田）

市内の主な企業・事業所市内の主な企業・事業所1919社に聞きました社に聞きました

感
想

福 祉 い み ず 学 生 新 聞令 和 五 年 二 月

商福連携として、商工まつりに
フードドライブコーナーを設け、地域
の活性化を促進していることが印象に
残りました。これからは私自身も、地
域が活性化するために、積極的に行事
に参加していきたいです。（稲田）

篠
田
千
春
事
務
局
長
に
聞
く

−

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か

「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
夏
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
に
よ
っ
て
企
業
の
知
名
度
が
高
ま
り
、
売
り
上
げ
に
繋
が
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
す
る
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
新
し
い

マ
ッ
チ
ン
グ
が
発
生
し
、
新
し
い
連
携
の
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。」

−

商
福
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
き
ま
し
た

「
農
商
工
連
携
は
10
年
前
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
商
福
連
携

は
全
国
的
に
も
活
動
例
が
少
な
く
、
令
和
２
年
３
月
に
救
急
薬
品
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
が

で
き
、
市
社
協
と
ひ
と
つ
屋
根
の
下
の
団
体
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
の
ふ
る
さ
と
商
工
ま
つ
り
で
は
、
市
社
協
が
初
め
て
参
加
し
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
や
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
募
金
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
お
店
に
と
っ
て
も
、
社

会
福
祉
は
大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
商

工
会
と
各
会
員
が
一
層
元
気
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
」

現在取り組んでいる

今後も取り組む
予定はない

現在取り組んで
いないが、
今後取り組みたい

過去に取り組んでいたが、
現在は取り組んでいない

79%

16%
5%0%

地域社会への参加やコミュケーションを深めるため 15

1

8

8

1

2

利益のため

企業イメージ・知名度の向上等のメリットがあるため

従業員のモラル向上、社内の活性化が期待できるから

従業員が自主的に始めた

その他

Q.社会貢献活動に取り組んでいますか Q.取り組まれるようになったきっかけや理由はなんですか

1111月月 1212月月

２２月月

打合せ打合せ 編集会議編集会議

発行発行
取材取材
原稿作成原稿作成

発行までの道のり発行までの道のり

射
水
市
戸
破
４
２
０
０
番
地
11

会
長　
串
田　
伸
男

オリエンテーションオリエンテーション9・109・10月月
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協
力
企
業
・
団
体
の
み
な
さ
ま
　
※
敬
称
略
・
順
不
同

◆地区社協活動の活性化
◆ボランティア活動・養成
◆子育て支援
◆福祉の情報発信 など

※加入数に制限はございません。

賛助会員は、年間を通じて募集しています。

地域・企業のみなさま

区　分 会　費
団体、会社等 1口　年額 5,000円
篤志家等個人 1口　年額 2,000円

射水市社会福祉協議会

会費納入

射
水
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
住

民
参
加
や
住
民
主
体
の
方
法
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
本
会
の
趣
旨
、
活
動

に
賛
同
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
・
企

業
・
団
体
の
み
な
さ
ま
に
会
費
を
納

め
て
い
た
だ
き
、
地
域
福
祉
事
業
の

実
施
に
つ
い
て
ご
支
援
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

み
な
さ
ま
か
ら
の
会
費
は
、
「
み

ん
な
が
つ
な
が
り
支
え
合
う 

笑
顔

で
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち 

射

水
」
の
た
め
に
、
地
域
に
お
住
い
の

お
年
寄
り
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
支
援
、
ま
た
各
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
等
の
福
祉
活
動
を

支
え
る
財
源
と
し
て
、
地
域
に
還
元

で
き
る
事
業
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

今
後
と
も
、
み
な
さ
ま
の
あ
た
た

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

●
㈱
岩
黒
製
作
所

●
三
陽
陸
運
㈱

●
㈱
エ
ス
ケ
ー
シ
ー

●
射
水
運
輸
㈱

●
㈱
ヤ
ス
・
カ
ワ
紙
商
事

●
協
和
紙
工
業
㈱

●
㈱
Ｔ
Ａ
Ｎ

－

Ｅ
Ｉ

－

Ｓ
Ｙ
Ａ

●
㈱
小
谷
製
作
所

●
小
杉
金
融
協
会

●
朋
和
建
機
㈱

●
木
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
こ
か
げ
訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

●
㈱
倉
田
冷
熱

●
㈱
丹
保
運
送

●
金
原
開
発
㈱

●
三
和
金
属
工
芸
㈱

●
大
門
大
島
金
融
協
会

●
矢
野
神
経
内
科
医
院

●
㈲
肥
田
建
設

●（
医
）仁
清
会 

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ

　
若
草
病
院

●
シ
ン
コ
ー
運
輸
倉
庫
㈲

●
㈱
井
波 

セ
レ
ミ
ュ
ー
ズ
井
波

●
㈱
ば
ん
ど
ー
工
業

●
㈱
伸
和
設
備
工
業

●
㈱
中
部
設
計

●
射
水
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱

●
新
湊
信
用
金
庫

●
泰
平
ア
ル
ミ
㈲

●
中
川
餅
店

●
中
野
岳
税
理
士
事
務
所

●
富
山
県
標
識
保
全
㈱

●
北
陸
運
送
㈱

●
明
生
薬
品
工
業
㈱

●
㈲
生
活
環
境
サ
ー
ビ
ス

●
㈲
富
山
瓦
工
事
店

●（
特
非
）プ
ラ
ス
ワ
ン

●
日
本
セ
ッ
ク
㈱

●
鮒
田
電
気
管
理
事
務
所

●
山
岡
石
材
店
射
水
店

●
永
森
木
材

●
永
森
建
設
工
業
㈱

●
加
治
定
雄
商
店

●
三
島
野
運
送
㈱

●
水
機
工
業
㈱

●
大
島
自
動
車
㈱

●
島
崎
内
科
医
院

●（
福
）黒
河
児
童
福
祉
会

●
赤
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
め
ぐ
み

●
織
田
印
刷

●
ク
レ
ハ
事
務
機
販
売
㈱

●
大
門
自
動
車
工
業
㈱

●
た
か
は
し
内
科
医
院

●
道
路
技
術
サ
ー
ビ
ス
㈱

●
海
老
屋

●
皆
川
医
院

●
㈱
ア
ー
ス
ク
リ
ー
ン
21

●
㈱
ウ
ィ
ル

い
み
ず
の
福
祉
は
、
会
員
の
み
な
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

い
み
ず
の
福
祉
は
、
会
員
の
み
な
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

令
和
４
年
度
射
水
市
社
会
福
祉
協
議
会
賛
助
会
員

令和４年度賛助会費実績
（令和４年12月末日現在） 236件、2,062,000円

62023.２　福祉いみず



●
㈱
三
福
製
作
所

●
㈱
三
島
野
観
光

●
射
水
建
設
興
業
㈱

●
㈲
黒
川
製
材
所

●（
特
非
）ふ
ら
っ
と

●
ア
イ
デ
ィ
ッ
ク
㈱

●
ケ
ア
ホ
ー
ム
橋
下
条
テ
ラ
ス

●
旅
館 

松
原
屋

●
㈱
ド
ア
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

●
㈱
と
ら
す
と

●
㈱
広
田
組

●
㈱
高
田
組
射
水
支
店

●
㈱
松
田
自
動
車

●
北
陸
労
働
金
庫
新
湊
支
店

●
㈲
明
野
印
刷

●
和
泉
産
業
㈱

●（
福
）喜
寿
会

●
笹
谷
工
業
㈱

●
伸
栄
工
業
㈱

●
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
富
山
㈱

●
㈱
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
ニ
シ
ジ
マ

●
㈱
吉
田
塗
工

●
㈱
明
石
工
業

●
西
元
自
動
車
㈲

●
川
原
工
業
㈱

●
北
陸
銀
行
新
湊
支
店

●（
福
）浦
山
学
園
福
祉
会 

　
小
杉
西
部
保
育
園

●（
福
）鷹
寺
福
祉
会

●（
福
）小
杉
福
祉
会

●
土
佐
電
器

●
不
二
屋
食
堂

●
㈱
中
村
燃
料
商
店

●
㈱
二
口
印
刷

●
富
山
信
用
金
庫
射
北
支
店

●
武
屋
商
店

●
㈲
前
田
石
材
工
業

●（
福
）浦
山
学
園
福
祉
会

●（
福
）射
水
福
祉
会

●
射
水
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
㈱

●
㈱
サ
ン
テ
ッ
ク

●
㈱
大
信
自
動
車

●
高
橋
電
機
商
事
㈱（
T
O
P
1
）

●
㈲
小
杉
自
動
車

●
㈲
美
里
会

●
T
O
P
モ
リ
オ
カ

●
オ
ー
ク
ス
㈱

　
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
射
水

●
オ
ダ
ケ
ホ
ー
ム
㈱

●
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
く
ら

　
北
部
事
業
所

●
㈱
ア
ラ
ビ
ア
ン

●
㈱
ケ
ン
チ

●
㈱
シ
マ
ダ
商
事

●
㈱
パ
ー
ソ
ナ
ル
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

●
㈱
ヨ
シ
ダ

●
㈱
赤
井
管
機

●
㈱
大
代
設
計

●
㈱
竹
内
建
設

●
㈱
野
開
園

●
橋
本
石
油
店

●
山
森
運
輸
㈲

●
天
よ
し
亭

●
富
山
県
綜
合
警
備
保
障
㈱

●
㈲
東
和
電
設

●
㈲
追
分
工
業

●（
公
社
）射
水
青
年
会
議
所

●
島
屋
㈱ 

ジ
ョ
イ
フ
ル
シ
マ
ヤ

●
真
生
会
富
山
病
院

●
海
王
交
通
㈱

●
㈱
廣
昌
堂

●
㈱
野
上
自
動
車

●
㈲
木
谷
綜
合
学
園

●
㈲
大
浜
商
店

●
射
水
市
商
工
会

●
ヤ
マ
サ
ン
食
品
工
業
㈱

●
㈱
カ
ト
ー

●
㈱
サ
ン
コ
ー

●
㈱
鍋
島
製
作
所

●
㈱
道
の
駅
新
湊

●
高
岡
地
区
陸
運
事
業
協
同
組
合

●
大
谷
歯
科
医
院

●（
一
社
）ス
ト
レ
ン
グ
ス

●
お
く
む
ら
歯
科
医
院

●
髙
田
建
設
㈱

●
日
本
海
産
商
㈱

●
北
陸
中
央
食
品
㈱

●
ミ
ユ
キ
化
成
㈱

●
㈱
折
橋
政
次
郎
商
店

●
㈱
サ
プ
ラ

●
㈱
ユ
ー
コ
ム

●
㈱
ヨ
シ
ダ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

●
㈱
り
ら
い
あ
ん
す

●
㈱
河
上
事
務
機

●
㈱
四
方
組

●
㈱
大
塚
製
薬
工
場
富
山
工
場

●
新
湊
漁
業
協
同
組
合

●
太
閤
堂

●
東
洋
紡
㈱
富
山
事
業
所

●
日
本
高
周
波
鋼
業
㈱
富
山
製
造
所

●（
福
）新
湊
福
祉
会

●
㈱
コ
ス
モ

●
新
高
清
掃
㈱

●
浅
山
外
科
胃
腸
科
医
院

●
北
陸
紙
器
㈱

●
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
ふ
る
さ
と

●
㈱
ワ
ー
ル
ド

●（
特
非
）い
ち
に
の
さ
ん
ぽ

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

●
㈱
Ｈ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
と
や
ま

●
荒
木
昆
布
店

●
八
嶋（
名
）

●
ユ
ー
ロ
フ
ィ
ン
ア
ー
ス
コ
ン
サ
ル
㈱

●
一
宮
運
輸
㈱
北
陸
支
店

●
河
上
金
物
㈱
小
杉
支
店

●
岩
井
歯
科
医
院

●
新
湊
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

●
㈲
山
順
測
量
設
計

●
燐
化
学
工
業
㈱

●（
福
）射
水
万
葉
会

●
射
水
商
工
会
議
所

●
㈱
香
月

●
㈱
開
進
堂

●
㈱
竹
内
進
興
セ
ン
タ
ー

●
㈱
北
陸
製
版
セ
ン
タ
ー

●
長
原
自
動
車
㈱

●
㈲
釣
住
設

●
㈱
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア

　
ケ
ア
ホ
ー
ム
ほ
り
お
か

●
㈲
小
杉
ス
ポ
ー
ツ

●
杜
の
つ
ど
い
土
合

●
㈱
エ
ス
ケ
ー
シ
ー
デ
リ

●
㈱
富
山
環
境
整
備

●
伏
木
海
陸
運
送
㈱
富
山
新
港
支
店

●
イ
エ
ロ
ー
ガ
ー
デ
ン
射
水

●
㈱
ト
ヤ
マ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

●
㈱
赤
井
建
設

●
㈲
北
川
石
油

●
㈲
小
杉
タ
ク
シ
ー

●
㈲
デ
ィ
ー
・
エ
ス
・
フ
ォ
ー
ト

●
㈲
電
協
舎

●
三
協
立
山
㈱

●
セ
ン
コ
ー
㈱
富
山
P
D
セ
ン
タ
ー

●
引
網
香
月
堂

●
城
石
食
品
㈱ 

肉
の
城
石

●
砺
波
工
業
㈱

●
東
洋
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
㈱

●
㈱
タ
ニ
グ
チ
印
刷

●
㈱
平
岡
工
務
店

●
㈱
西
広
上
土
石

●
ク
レ
ハ
運
送
㈱
西
高
木
事
業
所

●
㈱
塩
井
工
務
店

●
㈱
栗
山
組

●
㈱
富
山
県
福
祉
旅
行
セ
ン
タ
ー

●
ア
イ
シ
ン
軽
金
属
㈱

●
救
急
薬
品
工
業
㈱

●
稲
田
木
材
店

●
越
の
湯

●
㈱
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
イ
ン
タ
ー

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

富
山
B
P
O
タ
ウ
ン

●
㈱
荒
木
運
輸

●
佐
野
小
児
歯
科
医
院

●
米
田
木
材
㈱

●
立
山
化
成
㈱

●
第
一
イ
ン
新
湊

●（
福
）ひ
い
ら
ぎ
会

●
大
門
タ
ク
シ
ー
㈱

●
北
陸
綜
合
警
備
保
障
㈱
高
岡
支
社

●
㈱
大
谷
工
業

●
黒
谷
㈱

●
三
進
運
送
㈱

●
新
湊
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
三
鐵
工
業
㈱

●
㈱
平
野
石
油

●
巧
美
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

●
ハ
ウ
ス
リ
セ
ッ
ト

●
射
水
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

●
匿
名
希
望 

８
件

地
域
・
企
業
・
団
体
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
務
課　
☎
55
―
５
２
０
１

問
合
せ
先

7 福祉いみず　2023.２
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1515

❺❺❹❹
❸❸

1414

1313 1111
1212

1010

❽❽
❾❾

こ
の
度
、
令
和
４
年
12
月
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
の
一
斉

改
選
に
伴
う
射
水
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
理
事
会
に
お
い
て
、
新
会
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
就
任
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
は
少
子
・
高
齢
化
社
会

が
進
展
し
、
核
家
族
化
や
単
身
世
帯
の
増

加
、
ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化

な
ど
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
地
域
に
お
い

て
は
孤
立
や
孤
独
、
子
育
て
の
不
安
な
ど

に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
保
障
制

度
だ
け
で
は
、
十
分
対
応
で
き
な
い
様
々

な
生
活
課
題
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
重
要
な
転
換
期
を
迎
え
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
使
命

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
一
丸
と
な
っ

て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
・
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

射
水
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長　

多
比
木　

実

会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

民
生
委
員

民
生
委
員
・・
児
童
委
員
で
す
。

児
童
委
員
で
す
。

❷ 浜谷　明人
（新湊・庄西）

❸ 塚本　廣文
（塚原）

❼ 矢後　　近
（東明）＊海老江、七美、本江

� 春日　佑治
（大島）

� 栂尾　恵子
（下）

❽ 稲垣　俊之
（小杉北）＊三ヶ、大江

� 本郷　孝秀
（大門）

❶ 二口　憲夫
（放生津）

� 多比木　実
（小杉西）

＊橋下条、太閤山

❹ 南　賢二
（作道）

� 吉村　仁司
（小杉中）

＊中太閤山、南太閤山

❺ 安田　秀樹
（片口）

� 前坪　　孝
（小杉南）

＊金山、黒河、池多

❻ 菊　　映子
（堀岡）

❾ 岡田　順子
（小杉東）

＊戸破

杉山　義尚
（主任児童委員）

私たちが 15単位
民生委員児童委員協議会の

会長及び
主任児童委員代表です

私たちが 15単位
民生委員児童委員協議会の

会長及び
主任児童委員代表です
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今回の特集はいかがでしたでしょうか。本会としても初めての取り組みでしたが参加いただいた４名の
学生とアドバイザーの梅本さん、取材にご協力いただいたみなさま、そしてサポートしていただいた職員の方々、本当にありが
とうございました。
　今年も新たな企画がはじまる予感が…！？ 2023年の社協も引き続きよろしくお願いします。　  次号▶No.70　令和5年５月発行

からのお知らせからのお知らせ

日常生活から生じる心配ごと、悩みごとに関する相談に応じ
て、民生委員・児童委員が適切な助言を行います。

ひきこもりなど生きづらさを抱える方が集まって自由に過ご
す場所です。
◎途中参加、退出は自由です。

ひきこもりに関する悩みや不安などの相談に、専門資格を
持った相談員が対応します。
※相談者多数の場合は、お待ちいただくことがあります。

ひきこもりなど生きづらさを抱える方のご家族（両親・兄弟・親
戚など）が集まって自由に過ごす場所です。
◎途中参加、退出は自由です。

※４月の相談日は、市の広報紙「広報いみず４月号」でご確認
ください。

● 心配ごと相談 ● すてっぷカフェ

● ひきこもり相談会

● すてっぷカフェ家族会

ひとりで悩まず
一度ご相談ください

2/7火、21火
3/7火

2/3金
3/3金

2/25土
3/25土

2/14火
3/14火

2/2木、16木
3/2木、16木

救急薬品市民交流プラザ
（1階ミーティングルーム）
13：30〜16：00
すてっぷ（☎55−5203）

救急薬品市民交流プラザ（別館）
13：30〜15：30
すてっぷ（☎55−5204）

救急薬品市民交流プラザ（別館）
13：30〜15：30
すてっぷ（☎55−5204）

新湊交流会館（1階会議室）
救急薬品市民交流プラザ（別館）

新湊交流会館（1階会議室）
13：30〜16：00
新湊支所（☎82−8450）

会 場
会 場

会 場

会 場

会 場

会 場

時 間 時 間

時 間

時 間

時 間

問合せ 問合せ

問合せ

問合せ

問合せ

13：30〜16：30
すてっぷ（☎55−5204）

秘密秘密
厳守厳守

相談・参加相談・参加
無料無料

日常生活に不安のある方が
地域で安心して生活できるようお手伝いします

～日常生活自立支援事業～
　高齢や障がいにより、一人では日常の生活に不安のある方が、地域で安心して生活できるよう、福祉サービスの
利用援助を中心に、日常的な金銭管理や書類等の預かりなどを、本人との契約に基づいて支援します。

《利用対象》

＊相談から契約までは無料です。サービスが開始されると利用料がかかります。
＊状況によっては、施設入所や入院している方も対象になります。

福祉サービスの利用の仕方がわからない

役所から届く書類をどうしたらいいかわからない

公共料金や医療費の支払いがうまくできない

通帳や印鑑など大切な書類をなくしてしまう

射水市ふくし総合相談センターすてっぷ
☎5５−５２０3
☎5５−５２０4（ひきこもり相談専用ダイヤル）
E-mail ： step@imizushakyo.jp

相談・問合せ先

▲Eメール
　お問合せ先

　認知症や知的・精神障がいなどにより、日常生活を営む上で必要な福祉サービスを自分の
判断で適切に利用することが難しい方が対象です。
　ただし、契約内容を理解できる一定の判断能力が必要になります。
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紙面づくりについて話し合う学生記者たち（撮影協力：
射水写真

同好会）
※詳しくは２

ページをご覧ください。

みなさまから福祉のためにご寄付いただきました。
お寄せいただいた浄財は、各種社会福祉事業に活用させていただきます。

射水市共同募金委員会では、「赤い羽根カプセル募
金箱」の貸出を行っています。楽しく募金ができること
から、市内のイベントや学校行事の際に使用されてい
ます。新しい募金スタイルの「カプセル募金箱」をぜひ
使ってみませんか？
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福
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全
国
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長
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【
民
生
委
員
・
児
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委
員
功
労
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表
彰
】

　
　
森
田
　
ひ
と
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萩
原
　
保
子

【
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
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表
彰
（
10
年
表
彰
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岡
田
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子

（
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不
同
・
敬
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）

受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ま
、

　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

匿名
匿名
射水カラオケ会　様
光地　大介　様
富山桜吟会　様
そば処 㐂多山　安吉 邦夫　様
海老江浜開獅子舞保存会　様

あて先

ハガキ、FAX、または右下の応募フォームからクイズの答え、郵便番号、住所、
電話番号、氏名、年齢、性別、本誌の感想（良かったコーナー、改善点など）、
その他ご質問やご意見などを記載し下記までお送りください。

○の中に言葉を入れてください。
商業と福祉が連携することを
なんというでしょう？
　「○○連携」

Q.

〒939−0351 射水市戸破4200番地11
（福）射水市社会福祉協議会
「福祉いみず プレゼントクイズ」係
FAX 0766−55−5208
※社協のホームページからも応募フォームに
　移動することができます。
令和５年３月１日（水）必着
※当選者の発表は発送をもって
　代えさせていただきます。

ヒントはP２～５特集
「福祉いみず学生新聞」
にあります

クイズに答えて正解者の中から
抽選で5名の方に
QUOカード500円分をプレゼント！

…………………………………………60,000円
…………………………………………140，０００円

…………………………24,300円
……………………………100，０００円
……………………………107,493円

…………300，０００円
………………5,000円

▲応募フォーム

応募締切

「赤い羽根カプセル募金箱」の「赤い羽根カプセル募金箱」の
貸出受付中貸出受付中！！

カプセル募金箱の貸出など詳しくはこちらをアクセス

▲  赤い羽根共同募金 ☎5５−５２０1

地域福祉課 ☎5５−５２０2

お寄せいただいた募金は、いみずの
まちを良くする活動に活用されます。
カプセル募金箱の貸出は無料です。

新湊中学校の
生徒たち

みなさまからの寄付を活用し、カーレット
【ライト版】を購入しました。

カーレットは、カーリングのゲーム性は
そのままに、会議机２台分程度のスペース
があればどこでも楽しめるニュースポー
ツです。レクリエーション機材として貸出
しております。
問合せ先

問合せ先
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